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大槌湾サケ・マス海面養殖海域の微生物学的調査

絵画良男・山本啓之・吉水守・田島研一・木村喬久

Microbiological observation on the estuarine environment of 

salmon cage culture泊 OtsuchiB.y 

Yoshio EZURA I). Hiroyuki YAMAMOTO 1)， 

Mamoru YOSH刷 IZU・1)，Kenichi TAJ刷 A1) and Takahisa KIMURA 1) 

近年，東北地方太平洋治岸を中心Kギンマス 底泥，動物フランク fン在主の試料を採取し，き

Oncorhynchus kisutchの海i面霊殖が行われるよう らに華殖魚むよび野生魚も供試し，己れら試料K

κ在り，またサク 0.Kefa稚魚白放流前短期海水 ついて生菌数の担IJ定なよび介離菌D問主主を試みた

飼育試験も各地で試みられている ζれらの海面 ので，現在までに得られた結果を報告する

養殖医企いて大量の残餌，排世物忙よる環境の富

栄養イヒや養殖魚の疾病多発在 E多〈の問題が派生 実験方，去

するととはすでKハマテ在どり養殖で明らかKさ 誌料採取大槌湾K設定した図 lK示す足点 1

れている しかし在がら.1:れまで魚介類海面増 -7K台いて 1979年4月 17日. 7月13日. 9 

葺殖に伴う環境変化。微生物学的観点からの調査 月 12日.11月20日の4回Kわたり，また船越

はほとんど在されてい在いと言っても過言では左 湾K設定した定点目-10Kむいて同年4月18日，

v>. 月13日.9月12日の 3同Kわたり試料を際取

そ己で著者らは岩手県大槌湾むよび船越湾吉里 した.す在わち各定点に訟凶て，表面水は 300

古里で試験的K開始されたギンマス海匠養殖海域を ml容滅菌ポリエチレン瓶で，水深 10m水世よ

対象として，海面養殖K伴う海水環境の変化を微生 び底層水はJ-Z式細菌採水器 (ZobeU 1941) 

物学的K把握するとともK.魚病発生の有無左ら を用いて無菌的に採取した また動物プランクト

びK，特にζれら海面差殖に台いて多発する(江 ンネット (NGG-54)を用いて 10mの垂直引き

草， 1978)と言われているピフリォ病原因菌を中

心K魚類病原菌の生態調査を実施し，魚病対策左

らびK養殖環境保全の資料を得る ζ とを目的とし

て本研究K着手した木報では 1979年 4月から

11月にかけて4回Kわたり，大槌湾 7定点なよ

び船越湾吉里古里 3定点Vておpいて表面水，底層水，

1)北樺道大学水産学部微生物学講陀，干041函館rti

港町3丁目 1の 1
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忙よ b動物フランクトンを採取するととも K.定 時間培華後，日TBティポール寒天培地(ニッス

点 1-3では小型採泥器(エクマンバ ジ型)を イ製薬製 )K塗抹L.25'C.48時間培養後，形

用いて底泥試料を係取した，きらK定点 3K設置 態。異る集落を釣菌 L.海水培地で純粋介離を行

されてある生貨で海面飼育中のサクbよびギンマ った.またビフリオ病の疑われる供試魚の患部を

ス左らびに蓬莱島付近で採捕したアイナメ Hexa- 日TBティボル想天阜地に塗抹し，同様Vとして

grammos otaki，スジアイナメ H.octorammus在 介離閣を得先

どの野生魚も供試した 在台 1979年4月 17日， 分離菌の性状検査および同定分離闘を ¥IOF

9月12日.11月20日む試料採取日に定点 1- 培地 (LEIFSON1963) K接種し. 20'C. 7日間培

HてないてSTDメ タ (マ テック社製)を 養後，グルコ スを嫌気的i1:分解するものを選び

用いて，水温台よび塩分を測定した 出L.以下の性状を常位、(Cowan1974，叡崎1967)

般生菌数1 大腸菌群数およびE.coli菌数 Vてより調べtc.グラム染恒，運動位，鞭io形態，

海;jo，'よび底泥試料は荻菌海水で適宜希釈L.そ オキシタ ゼ，発光，塩類要求札，クルコ スか

の0.2m]ずつを海水端地〔ポリベフ kン(第五栄 らδガス産斗，シユクロ←ス分解，インド ル産

差製)5 g. プロアオ スベブトン(ディプコ製) 生，アルギニン会よびリジン脱炭酸苦手素，硝酸塩

1 g.酵母エキス(第五栄華製)1 g.肉エキス 還元，カセイン水解，デンフン水解，ゼラテン液

(極東製)1 g.寒天(和光純薬製)15 g. 75 化， 00， 50， 37。じでり発育在どの性状を調べた

% HERBSTの人 E海水(中村.1957) U. pH 7.8 J 左妻、特別の場合を除き，供試培地は人工海水で作

平原K表面塗抹した 動物プラノクトンは径8μ 製L.培養は 20'cで行った.菌の[百l定はBergey's

のフィルタ (ミリポア製. SCタイ/)で捕集 manual第8版 (Buchananand Gibbons 1974) 

L. 30m]の誠薗海水で洗浄後，フィルタ を枠 合よび絵画(J976 )を参照して，図 2K7f-t簡易

量L.滅菌海水 10mlを加え，ストマァカ (コ I司定法を作り，とれに従って同定した.きちK戸]

ルオ ス製80塑)でホモγナイズしたものを原液 図で GroupA rD V. anguillarnmと同定されたもの

とL.適宜希釈して海水府地平板K塗抹した.ま を絵画ら(1980)のに叩伊i/la間 mの鑑別性状と

た供試魚の腸管を無薗的医摘出 L.腸内容物をと 比較し， V anguillarnm phenon 1と異左るものをI

り出L秤量後，荻商人 I海水で適宜希釈後，海水 an伊iIlamm 類似菌とした 以上のごと<Lて

培地平板K塗抹した。 ζれらむ塗抹平絞は 20oc ， V. anguillanuη と同定された菌株Kついては，田
7日間培葺後，生菌数を損Ij定した 次に各定点の 島ら (1979)白方法K従って，抗 V.an伊illarnm

表面水を乳糖ブイヨンK倭種 L.37'C48時間 血清を用いてO血清埠l月1)を行った.

培養し，最確数 (MP1¥)法』てより大腸菌群数を求

め，さらK同吉池陽性管から EC培地(栄研製) 結果

に移植し. 44.5'C. 48時間暗室長後 E.co/i菌数の ギノマス海面養殖域町概要大槌湾のギンマヌ

MPNを求めた 海屈養殖生賓は大槌川河口近〈の大槌港防潮堤外

菌の分離 定点 1.2. 3. 5. 7"J，'よび9の表血水，側の水深約 15-17mtD地点K設置されてい品

底層水，底泥，動物フランクトン事、よび供試魚院内 毎年 1I月中旬K淡水飼育Kより体重 150-200 

容物の生菌数測定平板培地上の集落を各試料平仮 gK在ったキンマス種苗をとのと主筆K移入 1>.翌

光jJ30個ずつ釣薗 L.純粋分離を行って供試菌 年の7月中匂まで約8ク月間海面養殖を行う.主

とした たギンマス養殖生筈K接して，放流前のサク稚魚

VιbTio属細菌り増菌選択分離 上記各試料}阜 の短期飼育試験用生貰も設置される 本調査の定

液 1m]をBS培地(栄研製，シユクロ ス 1%台 点 3はキンマス養殖生筈K接した地点K設けた

よびグノレコ ス0.2%添加 )K接種し.25'C. 72 水温，塩分担Ij定の結果(表 1).定点3は河口近
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図2 海水から分離される通性嫌気性薗の簡易同定法.

〈であるにもかかわらず，水深 1-2rn以深では を受けて変動する他は各定点あるいは水深による

比較的塩分濃度が高(，水深による温度差も少在(， 混度差はみられ左かった(表 1) 

外洋水がととまで達して合り，そむため河川同くの 大槌湾1'1:;;'>ける大腸菌群数本子よびιcoLi菌数
流入Kよる水温，塩分の急激左変動はと〈表層の はいずれの採水時期Kむいても，大槌川|河口の定

みK限られているもりと推察される 方船越湾 点 1で多し明らかK陸からD汚染が考えられ，

吉里古里のギンマス養帰一生賓の設置場所は告里吉 ギンマス養殖生賓の設置点・定点3でも，大腸筒

盟漁港防潮堤外側，水深約9mV地点で，こ ζ I'C 群数が 20-790/100mlで， E. coli菌数も 7月

定点9を設けた. ~j;，付近陀流入河川は在し1 と11月にそれぞれ 20，40/100 ml計数された.

大暢菌群数およびE.coli菌数 大槌湾むよび しかし，大槌川，小鎚川|は勿論，鵜舎居川の影響

船越湾各定点の深度，表E水白水温，塩分，大腸 も考えられる定点4では大腸菌群が意外に少在<， 

菌群数， E. coli A数および一般生菌数の掴定結 E. coli菌数は全〈計数され左かった.一方，湾

果を表21'C示したー表面水の塩分分布をみると大 中央部・湾口部の定点 5，6，7で，時折，大腸菌群数

槌川 1，小鎚川が流入する大槌川河口の定点1から の高い値が観察され，かっ E 正oli菌数も定点5

2の表面lは低塩分水が企長い，定点3にもその影 と7で計数された他方，船越湾の定点8，9，10 

響がみられる また大槌川，小鎚)11河川水の他Vて では大腸菌群数j;'よび E.coli菌数が大槌湾に比

鵜住居)I[の影響を受ける定点4は定点3よりも低 較して少<， 7月K定点8で比較的高い値を示し

塩升水が表面に存在~，定点 6 でも 11 月I'C30.7 たのみであった

施。と低かった水温分布は定点1が流入水の影響 一般生菌数大槌湾表面水の般生菌数は表1
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大槌湾各定点における塩介台よび水温

1979.4.17 1979.9.12 
水深

定 点 定 点
(m) 

1 2 3 4 5 6 7 l 2 3 4 5 6 7 

0117.0 31.0 32.0 31.7 29.5 32.1 32.2: 19.5 25.0 32.0 32.5 32.4 32.2 32.4 

1 33.5 34.0 33.2 32.5 32.7 32.7 32.9 

2 33.5 34.0 34.0 33.1 33.3 33.3 33.2 

塩介 3 33.5 34.0 34.0 33.6 33.4 33.4 33.2 

(施。) 5 32.0 32.5 33.0 33.4 32.6 33.0 32.8 34.0 34.0 33.6 33.5 33.5 33.6 

10 33.5 33.3 33.7 33.2 33.2 32.8 33.5 33.5 33.7 33.6 33.6 33.6 

15 33.8 33.5 33.5 33.0 33.5 33.7 33.6 33.7 

20 33.2 32.8 33.2 33.7 33.6 33.5 

o I 6.8 6.2 5.7 6.4 6.2 5.8 5.8 21. 5 22.9 23.5 23.0 23.4 22.7 22.8 
I 23.6 23.5 23.6 23.2 23.3 23.1 22.9 

2 23.5 23.4 23.4 23.3 23.3 23.2 22.9 

水温 3 23.4 23.4 23.4 23.2 23.2 23.2 23.0 

("C) 5 5.8 5.4 5.5 5.2 5.0 5.0 5.4 23.2 23.3 23.1 23.1 23.1 23.2 

10 6.1 6.1 5.7 5.5 5.5 5.2 23.0 23.0 23.0 23.0 23.1 23.0 

15 6.4 6.1 6.0 5.5 22.9 22.9 23.0 22.6 

20 5.8 5.6 5.6 22.6 23.0 22.6 

表 1
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1979. 11. 20 

定点

14.5 25.6 31.3 27.8 32.7 30.7 32.3 

32.9 33.6 33.8 32.7 33.5 33.4 33.1 

32.6 33.7 33.9 33.7 33.9 33.9 33.8 

31.5 33.9 33.9 34.0 34.0 34.0 34.0 

33.7 33.9 34.0 34.0 34.0 34.0 

33.5 33.9 33.7 34.0 34.0 33.9 

33.1 33.9 33.9 34.0 

34.0 33.9 33.9 

14.4 16.6 17.7 15.2 15.8 15.0 15.1 

17.9 18.2 18.3 17.3 17.6 17.8 16.6 

17.9 18.3 18.3 18.4 18.5 18.3 17.6 

17.8 18.2 18.3 18.5 18.5 18.3 17.7 

18.0 18.0 18.2 18.3 18.2 17.6 

18.0 18.0 18.0 18.0 17.9 17.6 

18.0 17.8 17.8 17.5 

17.8 17.8 17.2 
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較的高い値を示した

動物フランクトンの一般生自由数は 4.8X 10' -

1.1XI0'/gの範囲で，前述の表面水一般生関数

K比較し，極めて高い値を示した(図 3) その

生菌数の変動は試料採取定点の差よりも採取時期

の差が大きい傾向が観察され，特に 7月が高<， 

ζれドてついで4月も高い値を示した

底泥試料の採取は大槌川河口付近の定点 1と2

金よび養殖生賞設置点・定点 3でのみ行ったが，

Eれらの一般生菌数は前述の動物プランクトンの

それとほぼ同程度であった 陸からの流入物の影

響を直接うける定点 1と生賓のある定点3で高い

傾向がみられた.

分離通性嫌気性菌の司定およびそり分布 定点

1， 2， 3， 5， 7者よび9の表面水，底層水，底泥企

よび:動物フ・ランクトン在どの試料左らびに養殖魚

と野坐魚から総数2611株の介離薗を得た 介離

菌株中，グルコ スを嫌気的Kも介解する通性嫌

気性菌 931株の同定結果を定点glJl'1:整理したむが

表3であり，試料採取時および試料男iJl'C整理しtc

k示すようI'C3.9 X 10 '-9.9 X 10'/ml の範囲 Dが表4である 分離した通性嫌気性菌むうち，

の値を示した.凶 31'C示したとと〈大槌川河口付 グラム陽性爵は大槌川|河 ~I定点 1 で最も多〈分離

近む定点 1，2， 3で比較的高い値を示l，特忙ギ され，湾口部へと順次減少する傾向がみられたー

ンマス長殖生賃設置点・定点3ではギンマス養殖 また，とれらグラム陽位置はいずれの時期も底泥

期間中心4月および7月iては他の定点K比べ最高 台よび底層水K多し表面水bよび動物フーランク

値を示した また定点4I>'よび 5は他白定点K比 ト/では少し供試魚かちは全〈介離きれ左かっ

較して，試料保取時期医よる変動カミ少在<.かつ生 売

菌数が定点4で少在い傾向がみられた.一方湾中央 方，グラム陰性通性嫌気性菌は表面水，底層

から湾口の定点6J;'よび 7では7月， 9月， 11月 水，底泥，動物アランクトン左ど海水環境からの

Kは定点4か5よりも生菌数が多<，特に 9月』七 分離総数 2168株中439株 (20.2%)であったの

は定点で 9.9X 10γml と表面水での最高値を示 I'C対l，供試魚の腸内容物では分離紙、数 235株中

した 船越湾表面水の一般生直数は大槌湾K比べ 210株 (89.4%)と非常に高率菅井Iめた これら

低い傾向がみられた と白ょう在表面ノrJ<v<:ぁ、ける グラム陰性通性嫌気性菌のうち，発育代1>Ia塩を

一般生商数の介布は大腸菌群数の分布と良〈一致 必要とし在同Enterobacteriaceae:t~よび Aeromonas

する傾向がみられた 白出現の傾向は試料あるいは試料採取時との関連

底層水の一般生菌数は表面ノkのそれよりも一般 性は認められなかったが，分布状態をみるとグラ

K少在しその介布状態も異在っていえ(図3) す ム陽性通性嫌気性薗と同様I'C，大槌川河口に近い

在わち，大槌川河口付近で高<，湾口K向って徐 定点で事〈分離される傾向が認められた 次に

々に減少する傾向が明らかであった 在む船越湾 V. an伊 illa間 mと同定されたものは海氷環境試料か

では試料採取時期により変動がみられ， 般に比 ら26株，供試魚腸内存物から 29株，海水環境
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表 2 試料採取日，定点Kなける水深，表面水の水温，

塩分，大腸菌群数 EC i菌数台よび一般生菌数

水深表面水温表面塩分表面水 表面富 表面水

大(/腸l菌群数 EC 数 (/n般1生1菌)数定点 (m) ("C) (%.) (/100m]) (j100ml) 

5.0 6.8 17.0 330 20 1.4 X 10' 
11.0 6.2 31.0 78 。 1.3 X 10' 

15.0 5.7 32.0 20 5.7 X 103 

4月17日 4 17.0 6.4 31.7 110 3.9 x 102 

30.0 6.2 29.5 490 78 3.0 X 10' 
41.0 5.8 32.1 110 8.0 X 10' 

47.0 5.8 32.2 45 4.3 X 102 

4月18日 8 9.5 6.7 78 1. 7 X 10' 

9 9.0 6.8 78 2.7 X 10' 

10 9.8 6.6 7.8 X 10' 

5.0 16.4 2800 490 3.4 X 104 

7.0 18.0 16000 790 5.5 X 104 

3 14.0 18.1 790 20 7.5 X 104 

4 22.0 18.2 240 1.5 X lOJ 

7月13日:
26.5 18.2 110 1.9 X 103 

44.5 18.2 230 5.2 X 103 

7 51.5 18.2 93 40 2.4Xl0' 

8 10.0 18.2 2200 93 3.3 X 10' 

9.0 18.9 20 1.8 X 10' 

10 12.2 18.6 20 6.6 x 10' 

5.0 21.5 19.5 16000 1300 2.5 X 10' 

10.0 22.9 25.0 230 。 4.7 X 10' 

3 14.0 23.5 32.0 45 。 5.1 x 10' 

4 19.0 23.0 32.5 。 2.2 X 103 

9月間;
28.0 23.4 32.4 20 2.5 x 10・3

41.0 22.7 32.2 1300 1.9 X 10' 

46.5 22.8 32.4 230 45 9.9 X 104 

11.0 23.8 。 。 2.6 X 10' 

9.5 23.7 3.5 X 102 

10 11.0 23.8 1.4 x 1 O~ 

5.5 11.4 14.5 490 45 1.7 X 10' 

10.0 16.6 25.6 1300 45 2.4 X 103 

3 12.0 17.7 31.3 790 40 2.7 X 10' 

11月2日日 4 17.0 15.2 27.8 230 。 2.7 X 10' 

5 25.0 15.8 32.7 130 45 3.5 X 10' 

6 41.0 15.0 30.7 1100 。 7.5 X 10' 

7 48.5 15.1 32.3 490 5.2 X 103 
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試料の BS培地増薗による 14株台1:び供試魚式 $、Jじび Aerornonassalmonicidaによるせっそう病

料の増薗Kよる 21株の計90株であったこれら 権病ギンマス 11五(F-19)の腸内容物では発光細

のうち海水環境試料由来の 26株は特定の試料事 簡む占める割合が獄アまたは発光細菌か分離され

るいは時期医事〈介離きれる傾向はみられ左かっ 者〈左り，代って環境水から多〈介離される他の

たが，定点2，3なよび 5在ど養殖生策医近い定 蘭群が増収する傾向が認められた

点で事〈分離される傾向がみられた しかし船越 以上白海水環境試料企よび供試魚から介僻され，

湾の萎殖生賃設置点，定点9からは全〈介離され I副 guillarnmと同定されたもの 90株およびそ

左かった -)j， V. an，伊 illarnm類似菌は試料や の類似南 124株の性状を表61'1:ぷした まな類似

定点にかかわらず多数分離されるととから，海水 閣 124株をさらに I副 guillarnmphenon 1 (絵画

環境K広〈分布しているものと考えられた ら， 1980)の性状とンュクロース分解性のみが異

的brioGroup Cは9月台よび 11月の海水環境試 在るもの77株，検査性状中2つの性状で異在るもの

料なよびそれらの BSJ古地増菌により多数分離さ 22株，それふ上異在るもの25株と陀分けて表 6

れたが，供試魚試料からの分離株は少左かっ充 K示した これら介離筒枚目|己l定結果を確認する

Vibrio Group 0はGroup('と異在り， 4月合よび7 ため V.an，伊 illarumと月定されたもの90株とそ

刀心海本環境試料から多ぐ分離され， 9月なよび れK性状の良〈似た類似閣 99株について， LR&i， 

11月の試ιではノL、左かった 在名、 VibrioGroup らの庁法(1979)忙従って V.aligtdlla問問。血清司j

Bは分勝株数が少<，明確在分布状態は明ちかK 7]:;を行ったところ V.anguillarnmと同定された

出来在かった また発Jt細閣とそり類似毘Iも海水 90株のうち 30株のみがJ-0-3'早urC JliI~Jj lj された

環境試料からの分離株数が少左<，明らか在分布傾 これら 30株はすへて恥魚由来株であった a 海水

向は認められ左かった しかし，養嫡生賃設置点， 環境巾来株は全て血清司!JjU不能であった

定点 3$'よび9の底層7l<むよび底泥から分離され まプモ類似活 99株も全て'(lli育型月1;ィ、能てあった。

たものが多レ〉己とから，これらが葺殖魚由来りも

Gつであるととの可能性も考えられる

次にサク稚魚2足，ギンマス 4尾?アイナメ 2

1呈の計 810'"の腸内容物から，梅本培地で 235桝分

離し，同時K腸内作物の flS培地増白面会主ひ明ら

かに細菌感染症が推定される海向葺舶のギンマス

211長の病変患部から 721株を仔離 L1t 分離菌

計 307相;片， 278朝、がグソム陰性通性嫌気性自由で，

グラム|喝f主請は全〈介離され在かった とれら 278

株の同定結果を表5f'1:示した iJ¥試魚腸内容物の

グラム陰Y!r菌情成をみると，海水環境のものとは
明ら?かに異在っていたず在わち，外見上あるいは

解剖所見上健康とみられ，かつ V.an伊 illarum在ど

病原品目閣の検目されてい在いサク，アイナメ$よ

びギンマス (C-14)では発Jt:細菌 Lucibacterium

harνeyム Photobacteriummandapamensis， P. phos 

phoreum， V. fischeri左どと，発光組閣類似哩l株が多

数を占めた 方，腸内作物から V.anguillarum 

の4東出されたギンマス 21'"( C -13 $'よび F-21) 

考察

大槌湾のギンマス海面長嫡/上積設置地点は水沼

塩分担IJ定。結果，外I干水が己の地点空で達 Lてjか

り，向]川水流入の影響を受けるのは表層ノhのみで

あると推察された しかし在がら，微生物学的調

査の結果，定点3にむいて糞便汚染指標品田[事であ

る大腸筒群数$'よび E.coli 荷数が表l耐えkで時折

高〈在るDみまらず，底!再水や底泥から介離した

通性嫌気性闘の'1'に，降由来と与えられるグソム

陽性閣 ，Enterobacteriace町むよひ AeromOltasな

どが含まれている ζ と在どから，4>:定点は隣治ら

の影響をか在り受けているものと与えられる さ

らに本定点では表由本￡、よび底iÆの --lI'!:f~ 揮i数が

大槌川I'JUの定点2よりもむしろ高しま売海産

魚由来と忠われる発光細院が他のA点より事〈分

離されたこと左どから，ギンマス長舶による環嶋

本への影響あるいは富鋭主化の徴候もわずかなが

ら推察されたー大槌湾む定点 3i'C比較すると， I';J
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表 3 各定点なよび供試魚』て合ける

生貴 キンマス
定一点 1 定点2 定点3 表面'K A疋点5 定点7 定点9 小 ，;1 腸内科物

分離 l事I 株数 359 393 454 54 316 327 264 2167 116 

グフム陽性日百 37 29 81 

グラム陰件的 54 81 93 22 61 70 58 439 109 

Enterobacteriaceae 17 

Aeromonas II 31 

V. anguillarum 26 29 

v. anguillarnm頬!);(菌 7 24 11 20 10 85 

Group B 10 

Group C 12 12 11 13 69 

Group D 20 27 18 27 21 118 15 

Luminous bacteria 10 

Luminous hacteri日 19 31 
類似菌

セ JJ 他 15 54 3 

表 4 表面ノi:，底層ノj(，底』己b よび

4 月 7 月

表同水底層水底泥フフ/クトン小 A表凹水底層水底割己フラ/クトy 小計

分自主菌株数 169 127 84 135 515 175 123 88 126 512 

グラム陽性菌 4 13 18 3 21 28 

グアム陰性高 60 33 15 15 123 7 35 28 53 123 

Enterobacteriaceae 1 。
Aeromonas 14 。
V. anguillarum 2 。 14 

V. anguillarum類似菌 4 12 22 12 

Group B 。 。
Group C 2 5 10 

Group D 34 47 34 53 

Luminous bacteria 。 6 。 。
Luminous bacteria 1 O 10 11 

-f: 。 類他似目白 8 14 4 10 21 
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通性嫌気性問構成 様にギンマス葺殖生筈が設置されている船越湾古

里古里の定点9は大腸菌群数がきオつめて少なく，E.

腸サ内谷物ク 他魚種小説 増南分離 tfr 計
coli f哲数は全〈検出されず，表I雨水の 般~--t. l暫

数も少在<.陸由来と考えられるグフム陽性通性嫌

60 59 235 209 2611 気件薗も分離され左い在ど， '培からの影響が少在い。 81 傾向がみられた.これはl.'そらく付近忙流入する

44 57 210 201 850 大き左再J)I[が在いためであろうと考えられる し

17 かし定点9でも表而水・底層水とも同湾の他心定

47 
点 8l.'よび 10より一般生菌数が常に高〈経過し

29 35 90 
ていることなよび分離薗構成が定点3f1:類似し

ていることは在目される白
32 125 

清水・深見(1978)，清水(1978) らは大槌湾海

14 29 水の細菌学的調査を行い， 1，百]湾海水は細菌学的に

73 148 貧栄華水塊が卓越しているが，湾中央から湾奥部

17 14 149 は汚濁，富栄養化の徴候を示すととがあると指摘

42 33 84 95 している 本調査Kむいても湾中央0定""6，湾

34 58 
口部の定点7の表面水で大腸菌群数台よび般生

17 20 19 
調数が他定点より寸伎に高いf直を示した とれは

93 
陸からの汚濁金よび湾奥部の富栄華化した71<が表

層Yてそって拡散したものと推察される

プジンクトンの通性嫌気性調構成

日月 11 月

表面11<:底層水底 O，Jフラノクトン小 計表面*底層水底 況ファンクトン小 計.t，i十
167 171 104 148 

。14 
7 49 41 11 

2 10 

16 13 

。

590 199 147 90 114 550 216I 

21 。13 14 81 

108 38 27 18 85 439 

17 

12 31 

26 

25 16 26 85 

10 

33 20 69 

11 118 

10 

19 

1 254  
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供試魚腸内存物
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表 5

郁
t

介
?
川

薗
ン
尼

僧
ギ
5

生 薗数

分離薗朝、数

グフム陰件直

Enterobacteriaceae 

Aermr.的nas

V. anguillamm 

V. anguillamm類似薗

Group B 

Group C 

Group D 

'-. harveyi (L 1 )吋

P. phosphoreum (1，2) * * 
P. mandapamensis (1.3) ** 
V fischeri (L4)料

Lumtnous bacterla類似薗

そ の他

ホ権病魚叫i河2参照

7

3

0

4

1

5

1

2

0

0

0

0

0

0

0

 

2

2

1

 

5.5 X 10(1 

29 

29 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

4 

0 

1 

3 

0 

18 

1.0 x 10' 

29 

29 

0 

4 

13 

0 

0 

1 

1 

0 

3 

2 

0 

3 

0 

5

5

0

1

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

1

 

3.5 x 10' 

30 

14 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

9 

0 

2 

0 

1.5 X 106 

30 

30 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

6 

24 

O 

0 

0 

表 V.anguillarnm 骨よびその類似介離望株の '~I 状

km刷 illarnm v.aηJ[Uillamm華討以泊
30株 60扶 77株 22株 25株
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極
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F

J -0-:1 

十

十

f

十

ト

十

クラム

運動性

鞭毛

オキシターゼ

o p 試験
色素産生

発光

日%:¥aCl ての発育

ガス(グルコ ス)庁モ

シュクロース分解

インド ル芳生

アルギニン脱炭自費

リゾン脱炭酸

硝酸塩還正

カゼイン次解

セラチ〆液化

デンプ Y ノk 解

37.C での発育

o 血清司Jjl;



 

白通性嫌気性閣構成

9 月 一一←一一一一~
アイナメ アイナメ 増菌分離ギンマス(Fーギンマス(F 増薗介離
(F-3) (F-4) (アイナメ2尾 19)腸内容 24)腸内容 (ギンマス16 計
腸内容物腸内特物語?イナメ物* 物本 尾市)

2.8 x 10' 6.0 X 10' 日1X 103 7.3 X 103 

30 29 10 29 29 

30 27 10 23 28 。
12 

4 

l 

10 

22 

30 

30 。

。

307 

278 

0 

13 

50 

25 

10 

10 

21 

26 

13 

41 

35 

17 30 
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本調査で摂取した種々の試料から分離した多数 Ruby and Morin 1979)が主体を在すとされてい

心菌株のうち，本報で用いた同定法陀よって る 本調査の供試魚腸内容物商叢も約 90%がグ

Van伊 illa削 m と[6J定されたものが 90株で， L ラム陰性通性嫌気性菌で占められ，健康魚では発

れらは表面水，底層水，i且泥，動物プランクトン， 光細菌が主体をなし，明らかに海水環境D薗構成

供試魚在ど種々の試料から分離されている.しか とは異在っていた しかしビフリ庁病あるいはぜっ

し左がら，分離 V.an，伊 illarnm 90株のうち，田島 そう病擢病魚の腸内菌叢は健康魚のもの圭異 t，

ら(1979)の v.anguillarnm 0血清型別法 Kより 不特定D海水環境由来の菌種が卓越する傾向か認

型肌された 30株はすべて病魚由来株で，海水環 められた

境由来株は Fべて型J別不能であった

Vanguillarumは海面養殖魚r大き在被害を与え 要約

るピフリオ病原因調として知られている(江草 1)大組湾表面止の大腸菌群数むよび一般生菌数

1978)が，海水環境から本薗が分離された例は非 は湾奥部(定点 1，2， 3 )で常K高い値を示すが，

常に少左い(Ranson 1978) 今後海水環境由来株 湾中央部(定点 6)昔よび湾口部(定点 7)でも

Kついて，より詳細在分類学的検討を加えるとと 時折，湾奥部より高い値を示すことが観察された

もに，病原性在ども含めて，魚病原因商止の閣連 2) 大槌湾底層ノkの般生菌数は湾奥部から湾口

性を明らか陀ぜねばならない 部へと順次減少する傾向が観察された

また従来，海産魚の腸内菌叢は環境水り薗叢と 3) ギンマス華嫡生賓に近接した定点3の底泥

はJ異り ，Vibrio属(Liston1957， Aiso etal. 1968， 般生指数は大槌川河口の定点2の底泥よりも常に

奥積・堀江 1969，Sera and Ishida 1972，許水ら 高い値を示~，またギンマス葺殖期間中の表面水も

1976)や発光細菌 (O'brienand Sizemore 1979， 品い値を示すとともに，海産魚腸内菌叢の主体を在
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j卜発光細閣が海水式料から多く介離される在ど差

殖による環境水への影響がうかがわれた

4) 本調査で用いたグアム陰性通性嫌気性直の簡

易|寸定法はより ，V. anguillarnmと同定されるもの

が湯水環間試料なよびiJt試魚語、ら 90株介離され

た とのうち V.anguilla問問。げ[lf青 )~I~別法により

J-O-:J型に耳切りされたものは 30株で，いずれ

も病魚由来株で，残り 601昔、は J~IJ lJ J不能であった

5) 供試魚の腸内符物分離株は約 90%がグラム

陰性通性嫌気性閣で内められ，健I金魚では発尤判H

illlがその士体を左 Lた
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